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報告書 
 
 
 

表 題： 

 
 「曳航バージの抵抗増加に関わる要因の分析と抵抗推定手法の精度向上」 
 
 
 
 
2023年度、これまでの曳航抵抗推定方法に代わる新たな推定手法を確立するため 
広島大学、流体テクノ（㈱と共同実験として同大学にある水槽にて台船模型を用いた 
平水中並びに波浪中の曳航抵抗の水槽試験を実施した。 
その結果から 2024年度は、平水中における摩擦抵抗の増加特性を実験的に明らかにし、 
曳航抵抗推定方法の精度向上を図る取り組みを行った。  
 
結果は、以下の流体テクノ㈱報告書を参照されたい。 
 
 
 
 
 
 
 


























































